
埼玉県立岩槻北陵高等学校 第四十一回入学式 式辞 

 

若葉が萌える春、新しい命が芽吹き、躍動する季節が巡ってまいりました。 

新型コロナウィルス感染症対策のため、県教育委員会から入学式を実施する際、保護者

が参加する場合は生徒一人につき保護者一名までとする、感染対策を徹底する、式典自体

の時間を短くするよう通知があり、それに従い、校長式辞も本文書の配布による式辞とさせて

いただきました。 

このような状況の中で、本日ここに埼玉県立岩槻北陵高等学校第四十一回入学式を挙

行できますことは、本校関係者一同にとって大きな喜びでございます。 

本日入学を許可いたします百四十二名の新入生の皆さん、入学誠におめでとうございま

す。在校生、教職員一同、皆さんを心から歓迎いたします。皆さんが夢を持ち、夢を育て、夢

を実現できるよう、私たち教職員は、皆さんにしっかりと寄り添いながら、卒業までしっかりと指導

してまいります。一緒に充実した高校生活を築いていきましょう。 

また、保護者の皆様におかれましても、お子様のご入学、誠におめでとうございます。心より

お喜びを申し上げます。お子様が立派な大人へと成長する手助けを、精一杯努めさせていた

だきます。 

 

さて、新入生の皆さんには今日という高校生活の始まりの日をいつまでも忘れないでほしい

と思います。そして、本校でのかけがえのない三年間で、これからの人生の糧（かて）となる多く

の財産を身につけてください。それでは、本校での生活を送るにあたり、皆さんに次の二つのこ

とをお願いします。 

 一つ目は、集団生活、社会生活を送る上で、まず「時を守り、場を清め、礼を正す」という

習慣を身につけてほしいということです。 

 まず、「時を守り」とありますが、集団生活、社会生活をする上で「時間を守る、遅刻をしない」

ことは当然の心構えです。授業が始まるまでに準備を済ませておけば、余裕を持って授業が

受けられるという、ごくごく普通の教えです。これが習慣化すれば、授業にスムーズに入ることが

できます。 



 次に、「場を清め」ですが、主に「清掃」のことです。改めて皆さんには一日使った教室やトイレ

をはじめ、部活動で使ったグラウンドや体育館を、「おかげさまで」という感謝を込め、明日のた

めにきれいにしてほしいと思います。下校するまでのわずかな時間ではありますが、感謝を込め

て清掃してください。 

最後に、「礼を正す」ですが、要は「あいさつ」と「返事」です。「おはようございます」や「こんに

ちは」というあいさつは幼い頃から教えられているはずなのですが、残念ながら社会人になって

も出来ない人が見受けられます。人と人との間には、会話によって自分の意思を伝えるわけで

すが、まず相手からの呼びかけに「返事」をすることが物事をうまく進めるコツです。あいさつと

返事はその第一歩です。以上、「時を守り、場を清め、礼を正す」についてお話ししました。 

二つ目は、「他人に対して思いやりの心をもって接してほしい。」ということです。学校生活を

明るく楽しく送るためには、お互いが思いやりの気持ちをもって接することが大切です。しかし、あ

る時、心ない一言で相手を傷つけ、一瞬で人間関係が崩れてしまうことがあります。それが原

因で、学校に来ることが出来なくなることさえあります。「心は誰にも見えないけれど、思いやりは

誰にでも見えます」というフレーズを聞いたことがあるでしょうか。ぜひ、皆さんには自分以外の人

に対し、思いやりの心をもつ生徒となるよう、切に願っています。 

以上、新入生の皆さんにお願いすることを、二点申し上げました。ぜひ、本校での三年間で

自分の将来をよく考え、夢や希望にチャレンジしてもらいたいと心から願っております。 

  

保護者の皆様に申し上げます。お子様が毎日生き生きと登校し、明るい学校生活となるよ

う、生徒、保護者の皆様にとって満足度の高い学校を目指してまいります。そのためには、保

護者の皆様との連携は不可欠でございます。何卒、御理解、御協力のほど、お願い申し上

げます。 

 結びに、新入生の皆さんの今日の喜びと感激を忘れず、自らを高め、充実した高校生活を

送ることを期待申し上げ、式辞といたします。 

 

 令和三年四月八日 
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